
令和８年度 １学期始業式 講話要旨 

 

１ はじめに 

令和８年度が始まった。本気を出して、実りある１年にしよう。 

 

２ 「飛翔」４７号を読んだか 

３月に発行された「飛翔」４７号を読んだか？私は隅々まで読んで、面白いと思った。生

徒会本部と広報委員会が編集した力作だ。表紙は今年度、全国高等学校総合文化祭に出品

される予定の「モンブラン」と題する絵画作品。実物は、来客用玄関の正面に展示されて

いる。中扉は書道部とイラストデザイン部が協力している。生徒会本部、各委員会、各部

活動が自分たちの活動を紹介し、各クラスが自分たちのコミュニティーはこうだったと書

き残している。そして、生徒会行事の写真と記録を残し、最後に坂高生の共感と笑いを誘

う「坂高辞典」「大喜利」のユーモア企画二本立て、という構成になっていた。仕事とし

て任されて執筆した人も、自発的に投稿した人もいただろう。多くの生徒が関わり、それ

ぞれ自分の言葉で自分たちのことを表現した、生徒の手による生徒のための、貴重な言語

表現媒体だ。せっかく印刷して配られているので、読んでいないところがあれば、残らず

読んでほしい。 

 

３ メタ思考 

世界史選択のクラスが、世界史教科書のパロディー形式でクラス紹介しているページがあ

り、秀逸だと思った。 

記載内容は、もちろん、クラスのメンバーの共感を呼び、クスッと笑わせるものなのだろ

うが、表現形式自体が、検定教科書というものを滑稽化して、ユーモアに転化している。

滑稽化というとやや言葉が強いかもしれないが、面白がっている、という意味だ。見た目

の再現性も高い。テーマごとに問いを立てて探究的に学ぶという、現行学習指導要領によ

る学びのスタイル自体を、俯瞰して面白がるような構造になっている。俯瞰的に考える、

「メタ思考」がユーモアの形で表現されていると思い、感心した。 

 

４ 清新の理想とは 

「飛翔」からもう一つ触れる。 

「坂高辞典」のサ行に、「清新の理想 校歌に書いてある。誰も意味はわからない」とあ

った。この着眼に感謝したい。「清新の理想かかげて ひとすじにわれらは学ぶ」と校歌

に歌う、「清新の理想」とは何か。年度当初に考えるに値する大きな問いだ。 

たしかに、「万人にとって、『清新の理想』が実現した状態とは、具体的には、かくかくし

かじかの状態である」と、余すことなく言語化することはできない。 

「清新」の「清」は「きよい」「すがすがしい」。「新」は「新しい」。 

「理想」は広辞苑には、「行為・性質・状態などに関して、考え得る最高の状態。未だ現

実には存在しないが、実現可能なものとして行為の目的ないし起動力となる。」と定義さ

れている。理想は、未だ現実には存在しないけれども、進むべき方向、目指すべき目標と

して、抽象的な理念として、私たちの中にある。そしてそれは、陳腐化することなく新鮮

で、清らかで、清々しい理念であってほしい。校歌の歌詞に込められているのは、そうい

うことであると私は解釈する。 

究極的な、理想の具体的実現状態を言語化することはできないかもしれないが、あなたが

当面こうありたいと願う、当面の理想を抽象的にイメージすることはできると思う。 

今日の国際社会では、ルールを軽視して、暴力と脅しによって相手を屈服させようとする



試みが横行しているように見える。こんな時こそ、あなたが心に抱く当面の理想は、自

由・平等・博愛といった人類の普遍的価値の実現につながるものであってほしい。自己の

幸福を追求し、かといって他者をおとしめることのないものであってほしい。自己と他者

の双方を尊重し、共存のための規範を尊重するものであってほしい。そう思う。 

「清新の理想」について所見を述べた。皆さんも校歌を歌い、それぞれ考えてもらいた

い。 

 

５ 結び 

では、令和８年度、本気を出して、実りある 1年にしよう。 


